
















瀬 戸 秀 紀
非平衡 ･非定常な系のふるまい,特に無秩序な系から秩序がいかにして形成されてくるか,
という問題は,いろいろな方面からの研究が盛んに行なわれている｡なかでも空間的に hete-











namate)という物質であり,76℃-93℃の間で SmecticC*柏 (液晶相 )となる｡この状態
において顕微鏡下で観察すると,幅2-3pmの明暗のパターンが見える(この柏は長周期構
造に対応する)｡ここで,この面に垂直に電場をかけると,柏は SmC(SmecticC)柏に転移し,
シマ模様が消えて空間的に一様となる｡この相転移の時間は数秒-数十秒の程度であるので,
その過程をVTRにとれば,秩序形成の過程をリアルタイムで見ることができるわけである｡
実験データは,画像処理専用の大型計算機TOSPIX,TOSBACを用いて二次元でのフーリエ変
換を実行して,実空問,逆格子空間双方の時間的変化を調べることにより解析した｡これらか
ら,相転移は2つの過程を経て起こっていることがわかる｡前半は相転移直後から2秒の間で,
実空間では太い幅で間隔の広いシマができており,逆格子空間では,低波数側に1つのピーク
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ができるのがわかる｡これらは2秒前後でいったんつぶれ,実空間ではうすいランダムなシマ
模様, 逆空間ではめだったピークがない状態となるeそしてしだいにSmC*のピッチに対応
するシマ模様があらわれてきて,このシマは技分れをすることで最終的なピッチに落ちっいて
ゆく｡スペクトルの変化としては,やや低波数側に幅の広いピークとしてあらわれたものが,
高波数側にシフトしながらだんだん鋭いピークになっていく過程として観測される｡
液晶で観測されたこの後半の過程におけるスペクトルの変化のようすは,誘電体における
Commensurate一Ⅰncommensurate(C｣C)相転移での回折実験におけるピークの変化のしかたに
よく対応しているように見える｡さらに実空間における変化は,このC-IC相転移に関する
川崎のモデルによく対応していると言える｡以上のことから,液晶の相転移過程はミクロな系
におけるC-IC相転移のマクロな系を用いたモデルとして使えることがわかった0
12. ダイヤモンド焼結体アンビルによる
超高圧下の電気抵抗測定
遠 山 上
高圧下の電気抵抗測定は相転移の検出や物性研究の上で重要な情報をもたらすが,従来その
圧力値は20GPa程度が限界であった｡しかし,我々はダイヤモンド焼結体を用いることによ
り,その値を大巾に上まわる圧力下で精度良く電気抵抗を測定することができるようになった｡
ところで,圧力測定にはルビーの蛍光線シフト,標準物質の格子定数の縮みに加えて,電気
抵抗や体積に飛びの伴う定点を利用する方法があるが,定点としては現在のところ, GaPの＼
半導体一金属転位 (23GPa)が信頼できる最も高い物とされている｡ さらに高い圧力領域で
はFe-Ⅴ合金のα-6転移の使用が唱えられている.この合金の従来の転移圧の報告値を基に
我々が実験を進めたところ,圧力較正曲線が立ち上がるという奇妙な結果に直面した｡そこで
Fe-V合金の転移圧を正確に決定するということが不可欠となり,以下の二つの方法で実験を
行なった｡
(1) 自作したダイヤモンド焼結体をアンビル材として使用し,Fe-ll,15,19,22wt%V
合金に40GPa以上の圧力を加え,電気抵抗を測定し,転移点を検出した｡圧力はFe-Ⅴ
合金に隣接させた圧力マーカー(NaCl,Au)の格子定数をフォトンファクトリー の放射光
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